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論文内容の要旨
{研究目的】
広範囲にわたる補綴処置あるいは吹合の再構成を行う場合に、吹頭巌合位が適正であるかどうかを評価することは
重要である。従来、適正な下顎位の決定については、吹頭飯合位における頭蓋の形態計測を用いる方法や、下顎安静
位、中心位、およびタッピング運動の終末位と吹頭巌合位との関係を検討する方法など、さまざまな手法が試みられ
てきた。しかし、校頭飯合位は、歯の接触により規定される下顎位であるため、必ずしも頭蓋に対して同下顎位が偏
位のない位置であるとは限らないことはよく知られた事実である。このため、歯の接触の影響を受けない機能的な下
顎位を参考に吹頭販合位を評価することが可能であれば、臨床上有用であると考えられる。当教室の橋本は、前頭面
における発語時下顎運動域が、個人において安定しており、再現性を有していること、ならびに、不正岐合を認めず、
対称性をもっ上下顎歯列が存在する場合、発語時の下顎位を基準として、吹頭販合位を側方的に定量評価することが
可能であることを示した。そこで本研究では、下顎の機能運動である発語時の下顎運動域を、下顎位の前後的な評価
に用いることが可能であるかどうかを明らかにすることを目的として、同運動域を矢状面から分析し、上下歯や上下
顎骨との位置関係を詳細に検討した。
【実験方法および実験結果】
被験者として、研究への参加に同意が得られた治療終了患者またはリコール来院患者 100 名より、顎口腔機能に自
覚的、他覚的に異常を認めず、矯正治療の既往がなく、前歯部に補綴処置が施されておらず、上下前歯、第一および
第二大臼歯に欠損がなく、 18 歳以上の被験者 92 名(男性 19 名、女性 73 名、年齢 19 歳"-'80 歳、平均年齢 32.0 歳)
を選択した。
発語時の切歯点部における下顎運動記録には、シロナソグラフ・アナライジングシステム皿(カノープス・神戸、
東京歯科産業・東京)を用いた。発語運動の被験文として、日本語にて用いられる音素をすべて網羅するように考慮
して作成された約 400 字からなる文章を朗読させた。矢状面発語時下顎運動の概形を自動認識する目的で、サンプリ
ングポイントの分布密度に 2 つの関値を設定し、概形から逸脱した運動記録を除外した。すなわち、 1 つのサンプリ
ングポイントを中心にして 1 辺 0.8mm の正方形内に 10 以上、かっ 1 辺 4mm の正方形内に 317 以上異なるサンプ
リングポイントが存在する座標を抽出し、以降の分析対象とした。記録に先立ち、各患者の皮膚表面に、シロナソグ
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ラフのアンテナのサイドアームと平行に金属線を貼付した状態で側方頭部 X線規格写真を撮影した。測定した座標点
は、金属線と SN 平面のなす角度を求めることにより、岐頭飯合位を原点とし、 SN 平面を X 軸、 X 軸に垂直な軸を
Y軸とする座標系に変換した。
発語時の下顎運動域を座標原点からの距離により 15mm まで lmm 間隔で区分し、各領域の前後的概形を表現す
るため、領域内全計測点の平均座標(平均座標点: M) 、および領域内の前方 5%に存在する計測点の平均座標(前
方座標点 :A) ならびに後方 5%に存在する計測点の平均座標(後方座標点 :P) を求め、これらの計測点の X座標 (Mn，
An, Pn,; n=l，…， 15) を発語運動の分析パラメータとした。側方頭部 X線規格写真より上下歯ならびに上下顎骨の前
後的位置を表す 9 項目を計測し、これらと発語運動の分析パラメータとの関連の有無について、ピアソンの積率相関
係数 rを求めることにより検討した。
分析 1 .発語運動域の前後的位置と垂直ならびに水平被蓋の関係
垂直被蓋量と発語運動域の A4"'12、 M3"'12、 Pl----12 、 P14 との聞に有意な弱い正の相関を認めた(1'=0.23"'0.4 1 、
p= 4.73 x 10-5"'0.047) 。また、水平被蓋量と発語運動域の A2'" 12 、 M2'"'-12、 P1'"'-12 との聞に有意な弱し、ないし
はかなりの正の相関を認めた(1'=0.25"'0.57 、 P= 4.12x 10-9 '"'-0.049) 。すなわち、発語運動域は垂直被蓋ならび
に水平被蓋が大きくなるにつれて、より前方に位置することが明らかとなった。
分析 2. 発語運動域の前後的位置と上下顎歯槽基底部の関係
LSNA と発語運動域との聞には有意な相関は認められなかった (Pミ 0.05) 。どこSNB と発語運動域の A3"'5、 M3
"'5 との聞に有意な弱い負の相関を認めた(T=ー0.29'"'--0.21 、 P= 0.004----0.044) 。 ζANB と発語運動域の A1'"'-
12、 M2"'11 、 P2"'8 との聞に有意な弱し、ないしはかなりの正の相関を認めた(1'=0.22'"'-0.52、 P=6.10 X 10-7 "'0.045) 。
すなわち、上顎に対して下顎の歯槽基底部が後方にあるほど、より前方に位置することが明らかとなった。
分析 3. 発語運動域の前後的位置と上下中切歯歯軸傾斜の関係
LUl to SN と発語運動域との聞には有意な相関を認めなかった (P'if:; 0.05) 。また、 ζL1 tοMand. pl.と発語運
動域との聞にも有意な相関を認めなかった (P'if:; 0.05) 。すなわち、発語運動域は上顎中切歯ならびに下顎中切歯の.
歯軸の傾斜とは関連しないことが明らとなった。
分析 4. 発語運動域の前後的位置と唆合平面ならびに下顎下縁平面の関係
Occ. pl. to SN と発語運動域の A13"'15、 M10'"'-11 、 M14'"'-15、 P7'"'-11 、 P13'"'-15 との間に有意な弱いないしは
かなりの負の相関を認めた(T=一0.53"'-0.22、 P=0.005'"'-0.040) 0 Mand. pl. to SN と発語運動域の P7'"'-9 との
聞に有意な弱い負の相関を認めた(T=ー0.23'"'-一 0.22、 P=0.028--0.035) 。すなわち、発語運動域は岐合平面なら
びに下顎下縁平面の傾斜が大きいほど、より後方に位置することが明らかとなった。
【考察ならびに結論】
矢状面における発語時下顎運動域は、上下顎前歯ならびに上下顎骨の前後的な位置関係の影響を受けていることが
明らかとなった。本研究結果より、矢状面における発語時の下顎運動域は、前頭面における運動域とは異なり、下顎
位の前後的な指標とはなりえないことが示された。
論文審査の結果の要旨
本研究では、下顎の機能運動である発語時の下顎運動域を、下顎位の前後的な評価に用いることが可能であるかど
うかを明らかにすることを目的として、同運動域を矢状面から分析し、上下歯や上下顎骨との位置関係を詳細に検討
した。
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その結果、矢状面における発語時の下顎運動域は前後的な下顎位の指標とはならず、上下顎前歯の水平的位置関係
ならびに上下顎の前後的な位置関係の影響を受けていることが明らかとなった。
以上のことから、本研究は歯科臨床において有用な情報を提供するものであり、博士(歯学)を授与するに値する
ものと認める。
